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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 3,401 4.3 117 ― 196 451.5 168 1,018.8
25年3月期第3四半期 3,262 2.8 △35 ― 35 ― 15 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 211百万円 （124.4％） 25年3月期第3四半期 94百万円 （90.5％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 9.78 ―
25年3月期第3四半期 0.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 4,550 2,723 59.9 157.77
25年3月期 4,180 2,512 60.1 145.53
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 2,723百万円 25年3月期 2,512百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,401 2.1 14 ― 56 107.4 40 566.7 2.32



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続き中です。 
なお、この四半期決算短信は、同レビュー手続き対象外であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績は、当社が現時点で把握可能な情報から判断する一定の前提に基づいた見込みであり多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後
様々な要因によって当社の見込みと異なるかもしれないことをご承知おきください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 18,044,715 株 25年3月期 18,044,715 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 782,169 株 25年3月期 780,166 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 17,263,161 株 25年3月期3Q 17,264,941 株
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（１）経営成績に関する説明 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断  

したものであります。  

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末以降の新政権によるデフレ脱却に向けた経済政策等によ

る景気回復期待から高額品の消費支出が増えるなど一部に明るい兆しが見られ、緩やかながら景気回復傾向がうかが

える状況となっております。 

  このような環境の下で当社グループは前期に引き続き「世界一のオーダーメイド企業をつくる」を合言葉に“ぶれ

ることなく”継続し続けること、磨きつづけることに取り組んでまいりました。経営成績につきましては、売上高は

小売事業及び受託縫製事業の受注が比較的順調に推移したことから3,401百万円（前年同四半期比4.3%増）となりま

した。利益面については売上高の増加に伴う売上総利益の増加等により、営業利益117百万円（前年同四半期は35百

万円の営業損失）となりました。また、貸倒引当金戻入額23百万円や受取配当金28百万円の計上等により経常利益

196百万円（前年同四半期比451.5%増）となりました。法人税等21百万円の計上により四半期純利益168百万円（前年

同四半期比1,018.8%増)となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 なお、第1四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について 

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。  

 小売事業が売上高1,416百万円（前年同四半期比8.1%増）、営業利益20百万円(前年同四半期は116百万円の営業損

失)、卸売事業が売上高1,276百万円（前年同四半期比1.5%減)、営業利益55百万円(前年同四半期は８百万円の営業損

失)、受託縫製事業が売上高698百万円（前年同四半期比9.8%増）、営業利益68百万円(前年同四半期比80.2%増)とな

りました。   

   

（２）財政状態に関する説明 

当第3四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ396百万円増加し、4,550百万円と  

なりました。これは、売上高が比較的順調に推移したことによる営業キャッシュ・フローの増加及び季節要因により

現預金が358百万円増加したこと等によるものであります。 

 負債につきましては前連結会計年度末に比べ158百万円増加し1,826百万円となりました。これは主に季節要因によ

り買掛金が112百万増加したこと等によるものであります。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ211百万円増加し2,723百万円となりました。これは、その他有価

証券評価差額金の増加42百万円及び四半期純利益168百万円を計上したことによるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期までの業績につきましては、概ね計画どおり推移しております。平成26年３月期の業績予想につきま

しては、平成25年５月13日に公表いたしました連結業績予想に変更はございません。  

   なお、この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は今後様々な  

要因により大きく異なる結果となる可能性があります 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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当社グループは、前連結会計年度（第69期）において営業キャッシュ・フロー、経常利益の黒字化は達成してお

りますが、第69期までの5期連続の営業損失の計上により、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しておりま

す。そのため、営業利益および営業キャッシュ・フローの継続的な黒字化が最優先の課題であると認識し、当該事象

を改善又は解消すべく以下の対策を実施してまいります。 

 当社グループは「安定した利益とキャッシュ・フロー」を出せる経営基盤の確立の方針のもと、銀座山形屋の服づ

くりのこだわり「ＭＡＤＥ ＩＮ JAPAN」・「着心地と品質」を第一としたオーダーメイドを柱に、「世界一のオ

ーダーメイド企業をつくる」を合言葉に「品質の改善・向上」・「100％のリピートオーダーを目指す」を目標にグ

ループ企業一体となり収益力向上を図ってまいります。 

  

① 一人一人の販売の力をレベルアップし「満足されたお客様は２度目もご愛用いただける100％のリピートオーダー

を目指す」を目標に再客（リピーター）をものさしとし、品質・品揃え・価格・接客・知識すべての分野におい

て、テーラー銀座山形屋のプロとして「商売の原点は“お客様”にある」を大切にして行く集団をつくりあげて

まいります。 

② ブランドにおいてはそれぞれの志向の異なるお客様に向けて、更なる魅力的なブランドとして認知していただく

ために、「銀座山形屋ブランド」は、銀座流の良質な大人の装いをテーマに、安心できる納得の品質でお客様に

満足感を提案してまいります。お洒落に拘りを持ったお客様への「サルトリア プロメッサブランド」は、35歳

をメインターゲットにイタリアの洋服文化を感じていただきながら、「あなたを包む価値ある一着」のコンセプ

トのもと、スーツを主軸にファッション提案してまいります。女性のためのベーシックデザインを基本とした

「ミスターナブランド」は、30歳から40歳を中心に、自分の体型にあった拘りの1着をファッションとともに、

お客様にお届けすることにより満足感を提案しパターンオーダーメイドシステムを更に強化し、他社とは一味違

う着心地感とファッション性を追求してまいります。 

③ 製造事業会社に、28歳をメインターゲットにしたオーダースーツの入門編としての「ブレフ」ブランドを移管

し、従来からのインターネットによるオーダースーツ販売ブランド「スーツファクトリーｄｐｉ」とともに、ネ

ットそして若い人達向けブランドとして販売強化してまいります。 

④ 製造部門におきましては、ＴＳＳ手法の活用で「ムダ・ムリ・ムラ」のない製造工程を作りあげ、安定した品質

向上の出来る生産体制による魅力ある商品をつくりあげてまいります。 

⑤ 固定費削減による収益力向上をはかるため、一つ一つの費用を見直し経費削減への取り組みを速やかに実施して

まいります。 

上記を中心とした施策を「ぶれることなく」継続しつづけて行くこと、磨きつづけること、により営業利益およ

び営業キャッシュ・フローの継続的な黒字化に努めてまいります。資金に関しましては、当第３四半期末時点での現

金及び預金と投資有価証券の合計額は23億６千３百万円であり借入金や手形発行もなく財務面に支障はなく、継続企

業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。 

  

   

   

３．継続企業の前提に関する重要事象等

㈱銀座山形屋（8215）平成26年3月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

3



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 746,860 1,105,124

受取手形及び売掛金 496,094 517,760

商品及び製品 141,095 153,294

仕掛品 16,370 19,210

原材料 108,923 121,317

その他 60,073 111,222

貸倒引当金 △2,805 △2,552

流動資産合計 1,566,612 2,025,377

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 101,736 103,730

その他（純額） 271,104 278,462

有形固定資産合計 372,840 382,192

無形固定資産   

その他 5,042 4,433

無形固定資産合計 5,042 4,433

投資その他の資産   

投資有価証券 1,227,546 1,258,317

敷金及び保証金 775,648 766,498

その他 271,244 127,665

貸倒引当金 △38,112 △14,405

投資その他の資産合計 2,236,326 2,138,075

固定資産合計 2,614,210 2,524,702

資産合計 4,180,822 4,550,079

負債の部   

流動負債   

買掛金 235,197 347,197

未払法人税等 18,580 17,750

ポイント引当金 31,411 33,047

その他 386,288 422,256

流動負債合計 671,478 820,251

固定負債   

退職給付引当金 590,492 605,563

役員退職慰労引当金 87,914 91,416

資産除去債務 195,326 195,443

その他 123,129 113,671

固定負債合計 996,863 1,006,094

負債合計 1,668,342 1,826,346
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 242,303 －

利益剰余金 △473,553 △62,465

自己株式 △79,348 △79,517

株主資本合計 2,416,962 2,585,578

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 95,518 138,154

その他の包括利益累計額合計 95,518 138,154

純資産合計 2,512,480 2,723,733

負債純資産合計 4,180,822 4,550,079
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 3,262,556 3,401,953

売上原価 1,528,624 1,558,025

売上総利益 1,733,931 1,843,927

販売費及び一般管理費 1,769,165 1,726,375

営業利益又は営業損失（△） △35,233 117,552

営業外収益   

受取利息 1,553 865

受取配当金 33,886 28,624

貸倒引当金戻入額 17,647 23,529

受取手数料 9,743 10,558

雑収入 8,731 15,569

営業外収益合計 71,562 79,147

営業外費用   

支払利息 353 288

雑損失 413 273

営業外費用合計 767 561

経常利益 35,562 196,138

特別利益   

投資有価証券売却益 7,670 －

特別利益合計 7,670 －

特別損失   

投資有価証券売却損 9,585 －

減損損失 3,231 5,559

特別損失合計 12,817 5,559

税金等調整前四半期純利益 30,415 190,579

法人税、住民税及び事業税 15,380 21,835

法人税等調整額 △52 △41

法人税等合計 15,328 21,793

少数株主損益調整前四半期純利益 15,086 168,785

四半期純利益 15,086 168,785
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 15,086 168,785

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79,118 42,636

その他の包括利益合計 79,118 42,636

四半期包括利益 94,205 211,421

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 94,205 211,421
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該当事項はありません。  

   

   

   当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）  

１.配当に関する事項 

      該当事項はありません。 

     ２.株主資本の金額の著しい変動 

平成25年５月13日開催の取締役会において、平成25年６月26日開催の第69期定時株主総会に資本準備金の

額の減少及び剰余金の処分について、以下の内容について付議することを決議し、同株主総会にて承認可決

されております。なお、本件は、「純資産の部」の勘定内の振替であり、当社グループの純資産合計に変動

はありません。  

(1)資本準備金の額の減少及び剰余金処分の目的 

繰越利益剰余金の欠損の填補を行うことを目的として、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を行おう

とするものであります。 

(2)資本準備金の額の減少の要領 

  減少する準備金の額 

   資本準備金       242,303千円 

  増加する剰余金の額 

   その他資本剰余金    242,303千円 

(3)剰余金の処分の要領 

  減少する剰余金の額 

   その他資本剰余金    242,303千円 

  増加する剰余金の額 

   繰越利益剰余金     242,303千円  

上記の結果、第１四半期連結会計期間において資本剰余金が242,303千円減少し、利益剰余金が242,303千円

増加しております。その結果、当第３四半期連結会計期間末においては利益剰余金が△62,465千円となって

おります。  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

   

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

   （注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。 

   （注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

   該当事項はありません。  

   

  （のれんの金額の重要な変動） 

    該当事項はありません。  

   

  （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

  （単位：千円） 

  

報告セグメント 

合計 
小売事業 卸売事業 

受託縫製 
事業 

売上高         

外部顧客への売上高 1,309,920  1,294,953  636,731  3,241,605

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  －  1,386,661  1,386,661

計  1,309,920  1,294,953  2,023,392  4,628,266

セグメント利益又は損失（△）  △116,283  △8,310  38,170  △86,422

  （単位：千円）

利益又は損失 金額 

報告セグメント計  △86,422

セグメント間取引消去  3,024

棚卸資産の調整額  △521

その他の調整額  △9,142

全社収益(注1.)    279,539

全社費用(注2.)  △221,710

四半期連結損益計算書の営業利益  △35,233
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

   （注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。 

   （注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。 

 ３. 報告セグメントの変更等に関する事項 

    第１四半期連結会計期間より、オーダーメイド販売及びブランド力の強化を目的とした会社組織の変更に 

   伴い、報告セグメントを従来の「小売事業」から「地方パーソナル販売」を「卸売事業」へ、「ブレフ販

売」を「受託縫製事業」へそれぞれ移管しております。 

    なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づき

作成したものを開示しております。  

  

 ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

     該当事項はありません。  

   

  （のれんの金額の重要な変動） 

    該当事項はありません。  

   

  （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。 

  

  

  （単位：千円）   

  

報告セグメント 

合計 
小売事業 卸売事業 

受託縫製 
事業 

売上高         

外部顧客への売上高 1,416,151  1,276,004  698,964  3,391,120

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  －  1,311,214  1,311,214

計  1,416,151  1,276,004  2,010,179  4,702,334

セグメント利益  20,867  55,162  68,777  144,807

       （単位：千円）

利益又は損失 金額 

報告セグメント計  144,807

棚卸資産の調整額  3,314

その他の調整額  △8,684

全社収益(注1.)    194,211

全社費用(注2.)  △216,096

四半期連結損益計算書の営業利益  117,552
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